
地域ケア推進会議  

安城市における看取り・多職種連携に関するアンケート結果を受けて  

                          薬剤師部会  

 特に問題があったのは、地域のリソースに関する質問において訪問服薬指導を行ってい

る薬局の認知度が極めて低いことです。  

 現在の薬局の在宅への取り組み実績ですが、2017 年に行った薬剤師会会員のアンケート

（別紙）では６５軒の薬局中１７軒は継続して在宅の実績があると回答しており、件数の

差はあるが各中学校区を網羅しています。多職種の皆様方との認識のアンマッチに関して

は、おそらく在宅実績の多くが施設でのカウントであるためと思われます。個人宅への訪

問数が少ないのことが認知度の低さの原因ではないかと考えます。  

 在宅への関与をもっと増やすように国からも求められており、積極的に在宅に出向かな

いといけませんが、行動が少ないことは否めません。薬剤師会としても、薬剤師の在宅へ

の参画が遅れていることに懸念を持っており、会員薬局へ現状を伝えるとともに、在宅に

積極的に参加するよう働きかけを行います。この会議に参加されている各部会の皆様方で

在宅での薬剤師の関与が必要なケースがあれば、ご相談いただけますと幸いです。  

 安城市資源マップに登録されている薬局は麻薬を含め在宅訪問の体制が整っており、在

宅での服薬管理の必要なある方はその地域の掲載薬局に遠慮無く相談をいただきたいと思

います。また、各包括には地域の中心的な薬局名を届けてあり（表１）、包括を通じての

依頼も歓迎いたします。資源マップに登録されていなくとも、ほとんどの薬局は在宅の体

制（東海北陸厚生局届け出では６０軒の薬局）ができており、お薬手帳に記載されている

薬局に相談いただくことも良いと思います。服薬管理で問題となる残薬、ポリファーマシ

ーの問題をはじめ、お薬の事ならなんでもご相談ください。  

 直接相談するすべがない場合は、β版ですが、お薬の相談票を添えますので、 FAX くだ

さい。最寄りの薬局で相談できるように手配します。必要に応じ処方された先生方に情報

提供を行い、利用者様が安心して服用できるように努力いたします。  

 各部会に出向いての薬剤師の仕事についての説明会の要請も歓迎します。地域ケアの円

滑な推進のため、喫緊の課題として取り組ますので、よろしくお願いいたします。  

 

表１  

 

 



お薬に関する相談票（β版 20201114）              年   月   日  

中学校区        事業所名  

            職種        氏名  

       連絡先電話番号  

       FAX 番号  

下記につきましてご相談いたします。  

 

○相談したいことがら（該当箇所を○で囲む、複数選択可）  

 １．ポリファーマシー  ２．相互作用（飲み合わせ）３．薬効（効き方）  

 ４．副作用    ５．その他  

 

○該当の利用者様について（分かる範囲でお願いします。個人情報にご注意ください）  

年齢    才  性別  男・女   体重    ｋｇ  身長    ｃｍ  

肝機能（正常・異常（具体的な検査値・疾患名                 ）  

腎機能（正常・異常（具体的な検査値・疾患名                 ）  

 

○具体的内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○お薬手帳などの情報で調剤薬局名があればご記入ください  

 

 

 

            FAX 送信先  0566-71-2373  あおい薬局服

部宛  


